
 

第１回 西日暮里駅前地区文化交流施設整備検討会 

次第 

 

日時：令和３年８月４日（水） 午後６時３０分～午後８時００分 

場所：サンパール荒川 第２集会室（４階） 

 

 

１ 委員紹介 

 

２ 議題 

  ・文化交流施設について 

   （区のこれまでの検討状況、区の文化施設の現況と課題、再開発の概要） 

 

【配付資料】 

・資料１…西日暮里駅前地区文化交流施設整備検討会について 

・資料２…文化交流施設整備検討会委員名簿 

・資料３…西日暮里駅前地区再開発における文化交流施設に関するこれまでの

検討状況 

・資料４…西日暮里駅前再開発事業スケジュール 

・資料５…再開発関係資料 

 

【参考資料】 

・参考資料１…西日暮里駅前再開発における文化交流施設に関する考え方 

・参考資料２…区施設イベント関係資料 



令和３年８月４日 

文化交流推進課 

 

西日暮里駅前地区文化交流施設整備検討会について 

 

１ 検討会 

 

【設置目的】 

西日暮里駅地区再開発事業における文化交流施設は、駅前立地を最大限に活かした子ど

もから高齢者までの誰もが気軽に利用でき、長時間滞在できる施設を想定しており、当該

施設の整備にあたっては、様々な意見を聞きながら、施設の具体化を図る必要がある。 

ついては、有識者等による検討会を設け、当該施設の基本方針をまとめ、基本設計に反

映させる。 

 

（１）委員 

 人数 

学識経験者 ５名 

区議会 ５名 

区民等 ２名 

行政 ２名 

 

（２）委嘱期間 

   令和３年７月から令和４年９月まで 

 

（３）検討内容 

 ① 施設の基本的なあり方に関すること。 

  ② 文化交流施設の各機能の具体的な内容に関すること。    

 

（４）検討の進め方 

   月に１回程度開催 

   令和４年１月中間報告 

   令和４年９月最終報告の予定 

 

（５）事務局 

   地域文化スポーツ部文化交流推進課 

防災都市づくり部住まい街づくり課再開発担当 
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【資料１】



 

文化交流施設整備検討会 委員名簿 

 

令和３年８月４日現在 

 

                                   （敬称略） 

区分 氏 名 肩  書 

学識経験者 

委員長 卯月 盛夫 早稲田大学社会学部総合学術院教授 

副委員長 齋藤 啓子 
武蔵野美術大学造形学部視覚伝達デザイン

学科教授 

委員 沢木 拓也 小学館『BE-PAL』編集部編集長 

委員 羽生 冬佳 立教大学観光学部教授 

委員 両角 達平 国立青少年教育振興機構研究員 

区議会 

委員 町田 高 荒川区議会議員 

委員 鎌田 理光 荒川区議会議員 

委員 松田 智子 荒川区議会議員 

委員 小林 行男 荒川区議会議員 

委員 清水 啓史 荒川区議会議員 

地域関係者 
委員 志村 博 荒川区町会連合会会長 

委員 富永 新三郎 東京商工会議所荒川支部会長 

行政 
委員 北川 嘉昭 荒川区副区長 

委員 古瀬 清美 荒川区地域文化スポーツ部長 
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【資料２】



 

 

令和３年８月４日 

文化交流施設整備検討会 

 

西日暮里駅前地区再開発における文化交流施設に関するこれまでの検討状況 

 

 検討会に先立ち、区関係部署において以下のような検討を行ってきた。 

 

西日暮里駅前再開発における文化交流施設に関する考え方概要 

＜令和３年１月８日文教・子育て支援委員会資料＞  

※本資料の詳細は参考資料１参照 

 

１ 施設概要 

  西日暮里駅地区再開発事業における文化交流施設は、駅前立地を最大限に活かした子ども

から高齢者までの誰もが気軽に利用でき、長時間滞在できる施設を想定している。 

 

２ 施設における基本的な考え方 

（１）可変性 

   再開発事業が完了するまでに一定期間を要し、合わせて文化交流に関する機能は時代と

ともに変化することが今後も予測されることから、当該施設については、基本的な機能の

みを定め、詳細設計など具体的な仕様については、検討会により内容を検討していく。 

（２）整備すべき機能 

当該施設の機能は、区内にある既存の文化交流施設の現況や区民や専門家などから意見

等を踏まえ、西日暮里駅前という立地の優位性も考慮しながら整備すべき機能を定める。 

（３）融合 

当該施設は、ワンフロア約４，０００㎡という広い空間において、整備する各機能を相

互に融合し、一体性、連続性をもたせる。 

（４）ゾーニング 

設計段階では全体に構造面での荷重に配慮した設計とし、自由な発想を生かせる構造検

討をフロア全体で行うとともに、詳細にわたるゾーニングについては、検討会での報告を

踏まえた上で作成する。 

 

３ 整備すべき機能・・・次頁参照 

  ３つの機能を従来の類型にとらわれることなく、図書や活動を通して、様々な人の居場所

となるような文化交流拠点とする。 

機能をシームレスに融合させ、機能的にも、空間的にもグラデーションを持たせたゾーン

を作ることで、長時間滞在できる施設とする。 

  駅前立地という利点を最大限に活かし、誰もが利用でき、行ってみたいと思える仕掛けを

設ける。 

（１）図書機能 

・ゆったりとくつろぎながら読書や読み聞かせを楽しむことができる場 

・あらゆる世代が気軽に利用できる場であり、これまでにない本との出会いを可能とす

る場 

・区民の読書活動や課題解決を支援し、地域文化の情報を知ることができる場 

（２）遊び・体験機能 

・遊びを通して、子ども同士の協働やコミュニケーションの楽しさを感じられる場 

・利用者それぞれの興味に合わせて活動、体験ができるとともに幅広い世代が交流する

きっかけとなる場 

・子ども達あるいは親子連れが、いつ来てもわくわく感を感じられる場 

 

（３）集会・発表機能 

・地域の文化活動を発信するなど様々なイベントを実施できる場 

・図書機能、体験機能と連携した事業を行うことができる場 

・区内外のアーチストを招いて、区民に気軽に芸術文化に触れる機会を作れる場 

 

４ ゾーニングイメージ 
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【資料３】



 

西日暮里駅前再開発における公共的屋内空間の考え方 

■ 目 的 

   区民の多様な芸術文化活動の活性化、地域活動を通じたコミュニティ形成、芸術文化を通じた国内外の交流促進を図るため、民間コンベンション施設との機能連携や一体的な運営により、相乗的な 

賑わい造りを目指していく。 

 

 民間コンベンション施設  ・地域資源を活かした個性ある地域密着プログラムを提供するとともに、交通利便性の良さを活かした興行プログラムを想定。 

             ・アクセス性の良さを活かし、国内外から学会、講演会、シンポジウム、コンサート、演劇、カルチャーイベントなどの開催の誘致を想定。 

 

                                    連携 

 

  文化交流施設    ・駅前立地を最大限に活かした子どもから高齢者までの誰もが気軽に利用でき、長時間滞在できるとともに、子どもがわくわくしながら過ごせる施設を想定。 

・地域活動や芸術文化活動を通じた区民相互、区内外の交流を促進する施設を想定。 

 

 

 

 

 

 

 

文教・子育て支援委員会資料 

2.11.17 地域文化スポーツ部文化交流推進課 

遊び・体験機能 

目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

機能 

・遊びを通して、子ども同士の協働やコミュニ 

ケーションの楽しさを感じられる場 

・それぞれの興味に合わせて活動、体験ができる

とともに、幅広い世代が交流するきっかけとな

る場 

・いつ来てもわくわく感を感じられる場 

①親子が遊びを通して交流し、知力・体力を育てる場 

 例）遊び場プロデュース企業によるプレーパークなど 

②みんなで楽しみながら交流できる場 

 例）e-スポーツ／障がい者スポーツ／ＶＲ体験 

ボルダリング／ボードゲームなど 

③ものづくりや体験ができる場 

 例）ものづくりスペース／職業体験スペース 

絵画・彫刻・工芸品・おもちゃ制作／プログラミング

図書機能 

目的 

 

 

 

 

 

 

 
 

機能 

・ゆったりとくつろぎながら読書や読み聞かせを

楽しむことができる場 

・あらゆる世代が気軽に利用できる場であり、こ

れまでにない本との出会いを可能とする場 

・帰宅前や休日など個人やクループで学習ができ

る場 

①情報を得て「創造」できる場 

 例）３Ⅾプリンター／動画作成／作詞・作曲／執筆など 

②多様で自由な読書スタイルを可能とする場 

 例）くつろぎ読書スペース／みんなで学ぶスペース 

静かに集中学習スペース／電子図書など 

③施設内どこでも本を気軽に手にとれる場 

 例）特定テーマで選書したコーナー 

他のゾーンと連携した書架配置など 

集会・発表機能 

目的 

 

 

 

 

 

 

 
 

機能 

・地域の文化活動や子育て情報を発信するなど

様々なイベントを実施できる場 

・図書機能、体験機能と連携した事業を行うこと

ができる場 

・気軽に芸術文化に触れる場 

①子どもから大人まで音楽を楽しめる場 

 例）音楽スタジオ／ライブハウス／多目的ホールなど 

②子どもや中高生、高齢者が集まり過ごせる場 

 例）子ども食堂／小規模運動施設／園芸（水耕栽培）

図書機能と連携した読み聞かせスペースなど 

③イベントや物販による賑わいを創出する場 

 例）マルシェスペース／駄菓子屋／トークショーなど 

・親子や親同士、学生、高齢者など地域の交流の場として気軽に利用できる、オープンスペースなカフェ 集い 
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西日暮里駅前再開発事業スケジュール 令和3年8月4日

〇再開発事業全体 ー

・手続関係 組合 都市計画決定・告示

・工事関係 組合

〇設計関係 ー

・手続関係 組合 8
月 基本設計業者決定

・設計関係 組合

・ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ施設、
　商業施設関係

組合

基本設計に反映

〇文化交流施設 ー

・検討会 区

※上記のスケジュールは予定であり、変更となる場合がございます。

基本的なあり方・
施設イメージ検討

組合設立・事業計画認可

基本設計　　～　　実施設計事前調査等

主体 令和3年度(2021年度) 令和4年度(2022年度)

コンサルタント
による検討

除却工事　～　新築工事　～　テナント工事

～ 令和11年度(2029年度)令和6年度(2024年度) 令和7年度(2025年度)令和5年度(2023年度)

R

6

/

18
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【資料４】



　　　　再開発関係資料
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【資料５】
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文教・子育て支援委員会資料 

3.1.8 地域文化スポーツ部文化交流推進課 

 

西日暮里駅前再開発における文化交流施設に関する考え方 

 

１ 区の芸術文化振興 

 

 区では平成３１年３月に「荒川区芸術文化振興プラン(第三次)」を策定し、「区民が主

役の芸術文化振興により、区民の幸福実感を高め、荒川区の魅力を内外に発信すること

とで、区民・生活・地域が芸術文化でつながるまちを創る」を基本理念に掲げ、荒川区に

おける芸術文化の振興を計画的、継続的に進めている。 

 基本理念の具体化に向けて、「広げる・高める・つなぐ」の３つのキーワードを定め、

５つの基本目標を設定している。その目標の第一に、芸術文化に触れ楽しむ機会の提供

や環境の整備を設定し、区民が仲間と一緒に芸術文化を楽しめることができるよう、文

化施設をはじめとする区施設において、利便性の向上や機能充実に加え、特色のある施

設づくりなど、芸術文化活動に関する環境整備の充実を図ることとしている。 

 平成３０年３月に策定した「荒川区生涯学習推進計画（第三次）」においては、区民が

主体的に学習できるだけでなく、学びを通じて仲間や地域社会とつながり、まちづくり、

芸術文化、防災、健康づくりなどの各分野において、それぞれの立場で自己実現を図り

ながら、自分らしく活躍することにより、幸福実感を高めていくと考えている。 

 西日暮里駅前地区再開発における文化交流施設は、芸術文化プラン及び推進計画に基

づき、日常生活の中で、芸術文化に触れる機会を増やすとともに、芸術文化の学びの機

会の充実を図り、芸術文化の裾野を広げることに寄与するものであり、学びを通じて、

人や社会とのつながりが深まり、そのつながりがより良いまちづくりの土壌となるもの

である。 

今後、時代の変化を踏まえながら、先人が培った良き伝統や歴史、文化を継承しつつ

も、創意と工夫を凝らして、新たな芸術文化を創造し、区の魅力を内外に発信していく。 

 

２ 施設概要 

 

 西日暮里駅前地区は、区の都市計画マスタープランにおいて広域拠点として、区の中

心市街地を形成するエリアに位置付けられ、ＪＲ山手線、東京メトロ千代田線、日暮里・

舎人ライナーの３鉄道駅が隣接し、交通利便性が非常に高い地区である。また、都市計

画道路の尾久橋通りと道灌山通りの交差点が近接し、交通結節点として、都心エリアへ

の利便性が高い地区である。 

 西日暮里駅西側の西日暮里３、４丁目は江戸からの歴史を感じさせる緑豊かな魅力あ

る景観形成を担う地域であり、駅前から地域資源を回遊して楽しめる歩行空間の創出を

図っている。また、西日暮里駅前地区再開発事業による商業施設との相乗効果により賑

わいの創出に貢献できるものである。 
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【参考資料１】



 

 

 まちづくり構想では、施行区域（約２．３ha）に約１，０００戸の住宅と区内最大級の

商業施設となる商業床、地区内の権利者が取得する権利床が計画されている。 

 区の権利床は、商業棟７階のワンフロア約４，０００㎡を権利変換により取得できる

と想定しており、そのさらに上階の８，９階においては、民間によるコンベンション施

設の検討を行っていることから、区としては、民間によるコンベンション施設と連携し、

相乗効果により文化交流拠点の核となるような施設を整備していく。 

 

３ 整備に関する基本的な考え方 

 

●可変性 

 再開発事業が完了するまでに一定期間を要し、合わせて文化交流に関する機能は時代

とともに大きく変化することが今後も予測されることから、当該文化交流施設について

は、基本的な機能のみを定め、詳細設計などの具体的な仕様については、今後設置する

検討会において、様々な視点からの検討を行い、順次仕様等を確定していく。 

 

●整備すべき機能 

 当該文化交流施設の機能については、荒川区内にある既存の文化交流施設の現況のほ

か、区民や専門家などからの意見等を踏まえ、西日暮里駅前という立地の優位性も考慮

しながら整備すべき機能を定める。各機能の法令上の位置づけ、運営方法等については

詳細設計等と合わせて決定する。 

 

●融合 

 これまで自治体が整備した多くの複合施設における課題として、構成する施設を所管

部署ごとに管理してきたことにより、それぞれが閉鎖的な運営となってしまったという

点が指摘されている。また、前項にもあるとおり、文化交流機能については求められる

機能が常に変化し、機能を固定化した施設では柔軟な対応が困難である。 

以上を踏まえ、当該文化交流施設はワンフロア約４，０００㎡という広い空間を確保

できるという利点を最大限に活用し、整備する各機能を相互に融合し、一体性、連続性

をもたせることとする。 

 

●ゾーニング 

 整備すべき機能をゾーニングする上で、可変性、融合性を前提とした施設とすること

から、基本設計では施設全体に構造面での荷重に配慮した設計とし、階段、エレベータ、

トイレなどの配置を踏まえたものとする必要がある。 

このため、自由な発想を生かせる構造検討をフロア全体で行うとともに、詳細にわた

るゾーニングについては、検討会での報告を踏まえた上で作成するものとする。 
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４ 区内文化交流関連施設の現況と課題 

  当該文化交流施設を検討する当たり、区内の文化交流関連施設における現状及び課

題について示す。 

 

●図書館、図書サービスステーション 

名称 延床面積 主な機能 設置(改修 

工事)年度 

蔵書数 座席数 

ゆいの森あら

かわ 

 

10,943.74 ㎡ 中央図書館機

能 

平成 29 年 389,538 冊 933 席 

日暮里図書館 1,369 ㎡ 閲覧、貸出、返

却、各種イベ

ント 

昭和 54 年 

（平成30年） 

96,584 冊 141 席 

冠新道図書 SS 181 ㎡ 閲覧、貸出、返

却 

平成 21 年 13,853 冊 11 席 

＜課題＞ 

・ 図書館利用者アンケートによると、図書館に求めるものとして、学習スペース、グル

ープ学習ができる場、飲食や会話も楽しめ、ゆっくりと過ごすことができる場を望む

人の割合が高く、図書の貸し出しだけではなく、区民が集い、知的活動を行えるよう

な滞在型の空間が求められている。 

・ 現在の図書館はアクセスが必ずしも良好ではなく、通勤、通学時の利用はしにくい面

がある。 

・ 区政世論調査によると１か月に本・雑誌を全く読まない人が３割となっている。また、

中学校、高校と段階が進むにつれて読書離れが進む傾向があるため、これら世代に対

して読書に興味・関心を喚起できるような取組みが必要である。 

・ 過去１年間に図書館を利用した頻度は０回が５１％、年１～２回が１６％となってお

り、多くの方に来館いただき、各世代の居場所づくりを進めることが必要である。 

・ 情報発信の拠点としてデータベースの拡大や電子図書館の導入などデジタル社会へ

の対応が求められている。 

・ 読書バリアフリー法が施行され、視覚障害者や発達障害者等への利便性向上に資する

環境整備を図る必要がある。 

・ 外国人への情報提供を進めるとともに、環境整備を図っていく必要がある。 

 

●屋内遊具・遊戯施設 

名称 延床面積 主な遊具 対象年齢 その他 

スポセンキッズ

ルーム 

115.19 ㎡ うんてい、クライミ

ングウォール、トラ

ンポリン、平均台、

すべり台 

無料の一般開放

は未就学児のみ。

小学校３年生ま

での教室も実施。 

無料開放

時も指導

員付 
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名称 延床面積 主な遊具 対象年齢 その他 

ゆいの森遊びラ

ウンジ・ 

一時預かり 

212.4 ㎡ すべり台、展望台、

キッチン 

未就学児 

（０～６歳） 

 

ゆいの森学びラ

ウンジ 

 

298.8 ㎡ 体験キット等 小学生以上  

子育て交流サロ

ン（直営） 

一時預かり 

50.18 ㎡ 玩具 乳幼児の親子 

０、１歳が中心 

 

親子ふれあいひ

ろば（西日暮里ふ

れあい館） 

65.2 ㎡ 幼児用玩具、乗用玩

具、知育教材、運動

遊具 

乳幼児の親子  

あらかわ遊園室

内遊び場 

（わくわくハウ

ス内） 

207 ㎡ 

(652 ㎡) 

現在検討中 

室内あそび場 

(建物内に飲食・休

憩スペース、授乳

室・おむつ替えスペ

ースあり) 

未就学児・小学生 売店有り 

2 階建て 

＜課題＞ 

・ 学びラウンジでは、体験キットのリニューアルや魅力あるワークショップの開催など、

いつ来てもわくわく感を感じ、飽きさせない工夫を行っていく必要がある。 

・ 子育て交流サロンは、新たなサロンを誘致するなど、在宅育児支援の充実が必要であ

る。 

・ 子育て交流サロンや親子ふれあいひろばは広い場所が少ないため、三密防止の観点か

らも広く安全な場所の確保が必要である。 

・ 子育て交流サロンやゆいの森遊びラウンジでは、親子で楽しく参加できる講座やイベ

ントを実施するなど、事業の充実とともに、単なる遊び場にとどまらない子育て支援

の機能（一時預かりや相談対応）が求められている。 

 

●ホール・集会施設 

名称 延床面積 利用定員 主な機能 

サンパール荒川 

大ホール 

1,162 ㎡ 975 人 コンサート・式典・発表会・

講演会等 

サンパール荒川 

小ホール 

281 ㎡ 300 人 講演会・会議・研修等 

日暮里サニーホール 

コンサートサロン 

113 ㎡ 100 人 コンサート・発表会等 
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名称 延床面積 利用定員 主な機能 

ムーブ町屋ホール 

 

230 ㎡ 296 人 コンサート・講演会等 

町屋文化センター 

多目的ホール 

188 ㎡ 154 人 講演会・各種教室・音楽会

等 

ゆいの森ホール 237 ㎡ 128 人 各種講座・読書会・トーク

ショー等（イベントがない

ときは閲覧席） 

ふれあい館多目的室 

 

約 127～312 ㎡ 60～180 人 運動・集会・地域活動等 

＜課題＞ 

・ ホール等で開催するイベントへの来場だけにとどまらないよう、図書機能や体験機能

等との連携を図ることにより、利便性の向上を図るとともに、利用者間の交流を図り、

世代を超えた居場所となるような施設を目指していく必要がある。 

・ 利用定員が 200 人程度の小規模な施設が多く、イベント等の規模には限度がある。 

・ 定期的な中規模改修を行うことで、施設の長寿命化を図っていく必要がある。 

・ ふれあい館は周囲を住宅に囲まれているため、大きな音を発するイベントなど、催物

の内容には限界がある。 

・ 当該文化交流施設は交通利便性が高く、主要鉄道路線の駅近に設置されるため、集客

力が高く、利用者にとっても仕事帰り等に寄りやすい施設とすることが求められてい

る。 

 

５ 整備すべき機能 

 

 ３つの機能を従来の類型にとらわれることなく、図書や活動を通して、区民同士が気

軽に交流し、様々な人の居場所となるような文化交流拠点とする。また、３つの機能を

シームレスに融合させ、機能的にも、空間的にもグラデーションを持たせたゾーンを作

ることで、長時間滞在できる施設とする。 

 駅前立地という利点を最大限に活かし、誰もが利用でき、行ってみたいと思える仕掛

けを設ける。 

 

（１）図書機能 

・ゆったりとくつろぎながら読書や読み聞かせを楽しむことができる場 

・あらゆる世代が気軽に利用できる場であり、これまでにない本との出会いを可能と

する場 

・学生や社会人などが帰宅前や休日などに仕事や勉強などのために個人やグループで

利用できる場 

・あらゆる世代の読書活動や課題解決を支援し、地域文化の情報を知ることができる場 
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（２）遊び・体験機能 

・遊びを通して、子ども同士の協働やコミュニケーションの楽しさを感じられる場 

・利用者それぞれの興味に合わせて活動、体験ができるとともに幅広い世代が交流す

るきっかけとなる場 

・子ども達あるいは親子連れが、いつ来てもわくわく感を感じられる場 

・幼児の身体発育やスポーツへの興味を与えることのできるような機器がある場 

 

（３）集会・発表機能 

・地域の文化活動や子育て情報を発信するなど様々なイベントを実施できる場 

・図書機能、体験機能と連携した事業を行うことができる場 

・区内外のアーチストを招いて、区民に気軽に芸術文化に触れる機会を作れる場 

 

６ ゾーニングイメージ 
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７ 今後の進め方 

 

上記の考え方に基づき、今後、以下のような手法により、具体的な検討を行う。 

 

●検討会の設置 

 施設の基本的な考え方について、見識を有する方々から広範な意見を伺い、様々な視

点で検討が行えるよう、区議会や区民などの有識者による検討会を設置し、施設の基本

方針を取りまとめる。 

 

●若手職員によるプロジェクトチームの設置 

 時代の変化や最新のトレンドなどの情報を収集し、これらを計画に反映することがで

きるよう、区の若手職員によるプロジェクトチームにおいて行政の枠にとらわれない、

自由な発想による提案を促す。 

 

●民間の専門家の参画 

 店舗におけるディスプレイや商業施設の設計をはじめとした専門家の意見を聴き、必

要に応じて委託するなどにより、最先端の知見を反映できるような仕組みを構築する。 
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区施設イベント関係資料 

 

 

 

【実施イベント】 

  

アニメ「ぐるんぱの幼稚園」上映会 

 ゆいの森３階企画展示室で堀内誠一企画展に合わせて、開催。 

 ホールスクリーンいっぱいに大きなぐるんぱが登場すると立ち上がって 

喜ぶ子どもたちです。 

ゆいの森イベント １ 
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【参考資料２】



 

 

 

【講座開催】 

  

ゆいの森イベント ２ 
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【おまかせセット】 

 

  

ゆいの森イベント ３ 
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【柳田邦男絵本大賞】 

 

 

 

 

  

ゆいの森イベント ４ 
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【学びラウンジ】 

 

ゆいの森イベント ５ 
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【遊びラウンジ】 

 

 

 

 

 

  

ゆいの森イベント ６ 
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子ども向け遊び場（その１） 

【子育て交流サロン】 

在宅で育児をしている親子などが、日中自由に時間を過ごせるフリー

スペースが、区内に 19か所あります。 

常駐しているスタッフが子育てに関する様々なご相談に応じます。 

サロンは親子が自由に遊べるフリースペースになっていますので、ち

ょっと悩んだとき、ほっと一息つきたいときなど気軽に遊びにきてくだ

さい。また、お友だちづくりにもお役立てください。各スタッフの工夫

で、楽しいイベントが月替わりで登場。相談も随時受け付けています。 

         

   

 

         

 

 

   

   【年齢】主に 0歳から 3歳の親子 

【内容】・フリースペースの開放 

        ・イベント（工作、水遊び、歌遊びなど） 

       ・サロンのスタッフによる相談 

       ・ 親子同士の交流 

【料金】無料 
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子ども向け遊び場（その２） 

                  

                              

総合スポーツセンター 

キッズルーム 

ふれあい館 

親子ふれあいひろば 

ふれあい館 

プレイルーム 

親子連れに人気のキッズルーム！！ 

全面にウレタンマットを敷いて安全性を第一に考えたス

ペースに、トランポリン、エアー滑り台、うんてい、クラ

イミングウォールを備え、小さなお子さんや、体を動かす

ことが苦手なお子さんでも、安全で楽しく使える施設とな

っています。乳児用と幼児用のスペースが分かれているの

で、乳児も安全に遊ばせることができます。 

キッズルームではトランポリン教室などさまざまな教室

（有料）をやっていて、親子で参加するものとお子さんだ

けで参加するものがあり、いろいろな形でご利用いただけ

ます。教室がない時間は、自由に使っていただけます。 
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子ども向け遊び場（その３） 

      
         

         

         

         

あらかわ遊園室内遊び場 

（わくわくハウス内） 

※現在検討中のイメージ図 
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